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第2時　山梨県の地球温暖化対策

目標：山梨の地球温暖化対策の目標を理解して、新エネや省エネの対策を理解しようとする。
	
	学習内容・活動
	指導上の留意点および支援の工夫
	教材資料

	導入

5
分


	1. 学習のねらいを確認

(1) スライド表紙

　山梨県CM (15秒)


(2) エネルギーとは!?

　火力発電の動画 (22秒)

	「今日は、山梨の温暖化対策について学習をします。授業のねらいは、山梨県の温暖化対策の目標を理解して、新エネや省エネの対策を考えることです。」

「前回の授業では、火力、風力、太陽光など、いろいろなエネルギーによる発電方法の特徴を学習しました。エネルギーとは何かを動かす力のことです。また、エネルギーは、いろいろ変身することができます。電気であかりをつけたり、ガソリンで車を動かしたりします。そのエネルギーの元になる資源が、石油、石炭、天然ガス、ウランなどの燃料です。」
	ノートパソコン

大型液晶テレビ

掲示



	展

開

30
分
	2. 山梨県の温暖化対策
(3) 地球温暖化の仕組み

　温暖化の動画 (1分43秒)
(4) 北極の氷が溶けている

(5) 甲府市の気温上昇

(6) 山梨県のCO2排出量

(7) 生活部門のCO2排出量

(8) 電気を作る量と使う量

児童の理解に応じて、図の見方などを補足説明する。


	「しかし、化石燃料を使うことによって、二酸化炭素が発生し、温室効果による地球温暖化が問題になっています。この図はそのメカニズムを示したものです。」

「これは北半球の写真です。この30年近くで北極の30%が溶けてしまいました。」

「これは甲府市の過去110年間の年平均気温の推移です。熱帯夜が増えてぶどうが着色しないなど、私たちの身近なところでも地球温暖化の影響がでています。」

「ワークシートを配るので、1枚とってください。5分間とるので、山梨県の二酸化炭素排出量の増加について、図1、図2、図3からわかることを書いてください。」

(5分後)

「それでは、図からわかることを発表してください。」

· 図1：生活部門のCO2排出量が最も増加　

· 図2：電気からのCO2排出量が最も増加

· 図3：作る量は変化していないが使う量が増加


	掲示

ワークシート2
掲示


	
	(9) CO2ゼロやまなし
(10) 山梨県の新エネ導入

　動画再生　(3分17秒)

 1) 都留市の小水力発電

 2) 北杜市のメガソーラー

(11) 省エネも大切


	「山梨県は2009年３月に地球温暖化対策実行計画を発表しました。2020年に2005年に比べて36%の削減、さらに、2050年にはCO2ゼロを世界に先駆けて発表しています。」

「対策方法は主に3つあり、1つめは新エネ、2つめは省エネ、3つめは森林整備です。新たに森林を整備することにより、二酸化炭素を吸収することができますが、二酸化炭素の排出を抑えることが先決です。」

「山梨県では豊かな自然環境を活かした新エネルギー導入が進められています。ワークシートの裏側、図4は山梨県で期待されている新エネルギーや技術です。それでは、導入の例として、都留市の小水力発電、北杜市のメガソーラーの動画を3分間みてください。」

(3分間の動画再生)

「甲府市の米倉山(こめくらやま)には10,000kWのメガソーラーの設置が進められています。しかしながら、太陽光発電は、お金が高い、天候の影響で不安定などの課題もあります。そのため、いろいろな技術開発が行われています。」

「新しいエネルギーの導入と同時に省エネも大事です。この円グラフは家電の使用割合です。上手に省エネ家電を選ぶこと、家電を上手に省エネに使うことが大切です。」
	掲示



	確認

10

分
	3. まとめ
(12) 今日のまとめ

ワークシートのまとめを発表し、仲間の考えを聞くことで学習の振り返りをする。
	「今日、学習した内容をまとめます。　・・・。」

「みんなは2050年に二酸化炭素排出量と吸収量の差をゼロとする山梨県の目標についてどのように考えましたか。今日の授業でわかったこと、もっと知りたいことについて、書いてください。」

(3分後)

「発表してくれる人はいますか？」

「次の時間では、私たちにもできる身近なエコ活動について学習します。」


	掲示




二酸化炭素(CO2)ゼロには新エネと省エネが大切





山梨県の目標は2050年に二酸化炭素(CO2)ゼロ








地球温暖化は身近な問題でもある





日常生活において電気を使う量が増加





山梨県の地球温暖化対策を知る























